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おかげさまで創業90周年
1932年の当社創業より90周年を迎えることができましたのも、
ご愛読者様、ご関係諸氏のご支援の賜物と深く感謝しております。
今後とも一層のお引き立てを賜りますよう心よりお願い申し上げます。

■会社案内

■臨川書店90年の歩み

■社名の由来

当社は『自社出版物』と『和洋古書籍』双方の販売に力を注ぐ、稀
有な総合書店です。
1932年の創業当時は主に中国書（唐本）の輸入販売を行ってきま
したが、その後あらゆるジャンルの古書籍売買を手掛け、個人
はもとより国内外の大学・学術機関・図書館・博物館などへと
お取引先を広げてまいりました。
1963年に編集部門を設けて、人文科学系の学術資料や専門書の
出版を始めました。現在では年間30点ほどの新刊書籍を発行し
ています。
社屋は京都市の北東部、京都大学と同志社大学の中間地に在
し、また昨今様々有名となった鴨川三角デルタ（賀茂川と高野
川の合流地点）近く、今出川通沿いに位置しております。

中国の郭
かく
沫
まつ
若
じゃく
先生（Kuo-Mo-Jo）〈1892〜

1978〉の命名によります。郭先生は日本遊
学後に帰国され、学者としてまた政治家と
して活躍されていましたが、1927年蒋介石
氏のクーデターにあい、日本に亡命。凡そ
6年間滞在されていた間に、当社創業者と
縁があり、社名の名付け親となってくださ
いました。命名の由来は当社の立地が鴨川
のすぐそばにあること、つまり川に臨んで
いることと、郭先生の尊敬する人物が北宋
の大政治家王安石で、江西省臨川の人で
あったこと、そして郭先生の郷里の川の名
も臨川であったことから、かけあわされた
ものです。

現社屋

旧社屋

1932
京都（今出川通川端東入）で中国の古典籍（唐本）を輸入・販売する古書店として創業
第２次世界大戦後、個人商店から株式会社へ改組、洋書新刊書の
直輸入を行うとともに、外商部門を設けて研究機関へ学術書を販売
1963
編集部を設置
1964
最初の出版物：復刻版『明星』を刊行
1965
『増補史料大成』刊行
1967
『新修京都叢書』刊行
1977
『江戸時代料理本集成資料編』刊行
1983
現在の社屋を建設
1998
『真福寺善本叢刊』第一期刊行
『定本佐藤春夫全集』刊行
2003
『モリエール全集』第10回日仏翻訳文学賞を受賞
2004
DVD－ROM版『婦人画報』刊行
2008
『ヘルマン・ヘッセ全集』
第44回日本翻訳出版文化賞を受賞
2009
店頭での古書バーゲンセール開始
2010
マイクロフィルム版『改造』刊行
2011
『近世異国趣味美術の史的研究』第23回國華賞を受賞
『金蔵論本文と研究』第30回新村出賞を受賞
2012
『五山版中国禅籍叢刊』刊行。『山田美妙集』刊行
2013
『中世禅籍叢刊』刊行
2014
『國語國文』刊行開始。『牧田諦亮著作集』刊行
『京大東洋学者小島祐馬の生涯』第25回高知出版学術賞を受賞
2015
『狩野探幽御用絵師の肖像』第13回德川賞を受賞
2016
『日記で読む日本史』刊行開始。『京大人文研東方学叢書』第一期刊行
2022
創業90周年を迎える
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